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薦森樹(ったもりたっか講演会
r;陣ど個性~ちがいを超之て平手ロに生3るために"'J
3月3日(土)1 0 :0--11:30 
アマランス研修室定員130人
ょう手宅西
「アマランスフェスタ 2 0 0 1Jのオ プニングだった蔦森樹さんの講演会は，私に
とっては，久しぶりに目からウロコの感動をよびさましてくれた時間だった。開会前廊下
を会場にむかつて歩いて来られる婆にまずびっくりした口 180センチの長身，赤いスー
ツにハイヒールの靴，なによりも印象的だったのはすばらしい笑顔，ソフトでやさしさに
満ちた笑顔だった。
n 
、20才台前半でバイクライダ でバイクライターとして人気を博していた蔦森さんは，
男らしさが強調される世界のなかで，何事も力による上下関係を中心とする人間関係に疑
問を持ち， もっと楽に自分という存在そのものを丸ごと受入れられる関係を探し求めてい
た。その頃編集者にすすめられて書きはじめた少年小説の主人公が作者の手を離れて自由
に動きはじめ，少年は少女に変身して再生するという結末がもたらされた。
自分自身にとってより真実の存在であると思える女性がしているように生きてみようと
決心し女性の服装をし家事をしやさしい気持ちで日々を送ろうとしたが，喜んでくれ
ると思った妻は泣き何を着，何をしても私の中身は変わってはいないという私の主張を
受入れられずに5年後に去っていった口それ以後，連載は打ち切られ，収入を無くした私
はあらゆる仕事にチャレンジしたがどこでもことわられた。マクドナルドやスーパーでは
「天然の女がほしいJといかに私が愛想よく接客にむいているかを示しても採用してくれ
なかった。ゲイバーでは同性愛者ではないといって気味悪がられたし衣服を脱ぎ捨てた
ヌードモデルとして某美大で働いていたときは，学生から !どちらかにしてくれないと描
けなし吋といわれた。ペニスを持って胸がある(ホルモン療法をしていたので胸が出てき，
体毛が消えた〉存在が女性としての曲線でなく，男性のものとされて来た直線で立ってい
ると描けないというのだ。芸術家の卵ですら心は自由ではなく，ジェンダーの刷り込みが
しっかり入っているのに絶望感がこみあげて来た。自分の主義主張との違和感のなかで，
女装雑誌の編集長をしていたこともある。
、
寸咋 V 】 ー
さて 、 「ばってん・う ーまん j
意見を出しあった
l番多かったのは、今回の仕打ちを「伝統」で逃げた相撲協会へ
の怒りである 。一 方の性だけをよ しと する伝統なんてなんぼの値打
ちもない。ましてや私たちの「月経」は汚れなんかじゃないぞ。じ
ゃ、男性にもくる同じ第 2次性徴の「夢精 Jや「勃起」は何なんだ
。毎日新聞に あ った 、祭り や神事の女人禁制にくわしい脇田晴子教
授のいう 「神事相撲の際、力士は しばらく前から男女関係も慎み、
魚も食べないというしきたりがあった。伝統を守るというのであれ
ば今の力士はとても土 俵に上がれないはず」という話に同感する。
週刊誌にいろいろ書かれているが相撲協会よ、我が身こそ律してか
ら言うべし 。
2つ目「相撲 が国技だと誰が決めた?J 
相撲は国技 とし て可決されたかなあ。プロレスやサッカーのよう
に 1つの「興行」にすぎないのだ。だから「相撲協会」。ほら、よ
く「プロレス 協会 J rサ ッカ ー協会 J っていうじゃないですか。あ
自分たちに都合よく作り上げた架空の「国技」に「伝統
たちはこの事件に関 していろんな
? ?
れと同じ。
ということばをちらつ かせて女をい じめるのはもうファッショそ
の ものだ。ああ恐ろしい。伝統ではなくて「頑迷な因習」と言って
欲 しい。女性たちよ、だまされないで真実を見抜こう。
3つ目 一 、
日本相撲協会が女性からの授与を断るかぎり、 NHKの相撲番組
は見るまい 。私 たちは 2000年ニューヨーク国連女性会議に出か
けた折り、この相撲協会の暴挙をビラにして参加者に訴え、たくさ
んの支持を得た。 rすもうの不買運動だ」という同調者が広がった
。あ なたも 見 ないで欲 しい。私た ち女性は知事になる権利も知事と
して の公務を遂行する責任も負うているのだから一
最後に内館牧子さんに一
太田知事を「土俵に上がりたがる知事」、軽い、幼いと酷評し、
女人禁制維持は妥当だというあなた。(朝日新聞 2001日月17日投稿)
「女同 士で喧嘩させよう」という意図に見事に乗ったあなたこそ軽
くて幼い。相撲協会がいう「伝統」は女のからだを不浄とする迷信
からきていることをあなたが知らないのなら脚本家として失格では
ないか 。東大教授上野千鶴子さんの講義をうけるべし。
J 
A堂整除するやり」包盆主ではなく経済なのだ，この国はそういう仕組みになっているの
か! 上野千鶴子さん達と出会い，自分がおかしいと感じてきたことを説明してくれる理
論に初めてぶつかった。 Ziiニズムとのすばらしい出会いだった口そして今ジェンダ
に関する本を書き，大学で教える日々を生きている。同性愛者でもなく，性同一牲障害で
もなく，好きだから，選択肢カ惨いから女性の服装を自然に選んで着ている私という存在
を通すことによって，ジェンダ とは何かが鮮明に浮かび上がってくるロ男の顔と女の顔
違っていると患っていたが，いつも徴笑んでいると筋肉の付き方が違ってくる。男らしさ i 
女らしさは作ろうとすれば作れるのだ口授乳する能力，妊娠する能力，妊娠させる能力で i 
男と女は異なっているとされるが，能力という言葉はその時だけの表現だ。していない時 j 
は個体差なのだ。人間の染色体は約2万，その上に乗っている遺制青報のO. 01%しか 悦
男女の違いは無い。母子手帳には，男，女，その他の3項目ある(赤ん坊は生まれた時性
別がはっきりしていない子がけっこう多い，成長するなかで徐々に分化される〉のに出生
届けは，男女の2項目しかない。性とは個人のものではなくて戸籍のもの，性をどちらに
登録するかは自己申告の国もあるのに，日本では生まれた時に男女どちらかに決められて
一生変更ができない。私のことなのに私だけでは決められない社会の仕組みがある。
盤主1主主士会の仕組みだったのだ。塁玄(})違うところを見つけて階級に組み込むことをし
続けてきたのが社会だったのだと気づいた。男と女の2つにあらゆるものを分けるのは，
操作概念であって，事実ではない。正解は人の数だけ性がある。性と個性は同じ。
今，性は社会のものになっているのを自分のものに取り戻す。
多様性は近代社会の特徴のはずなのに，規範と逸脱という概念で他を切り捨てるところ t 
に戦争の原因があり，差別がうまれるのだ。正しいとか，まちがっているとかというより i 
自分にフィットしているか，楽しいかという室当量生のパラダイムにシフトしてほしい。 i
違いニ逸脱という時代は終わろうとしている。多様性との共存の鍵は慣れだけだと思う。 長
本当に欲しかったものは何か? 自分への愛情を高めると，入への愛情も高まって豊かな
人間関係が築けると確信している。皇S
....天然の女である私には，なかなか見えにくかづfこことがはうきり見えた，日からウロ
コとはこれかしら!との思いに満たされたじかんだった。
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